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「定年（後）」に関する企業スタンスの変質

同時に、セカンドキャリア構築支援に力を入れる企業も
（副業解禁、越境体験の機会提供）

定年は引退ではなく、長い職業人生の中の一里塚 ⇒ キャリア・人生を再考・再設計する機会へ



副業が解禁されても社員は動かず・・？？
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パーソル総合研究所 第３回 副業の実態・意識に関する定量調査

副業に関する
企業人事の声

会社還元目的
から個人の成長
支援目的へ転換
（特にシニアは）

申請数が少な
く、会社主導で
成功事例を作っ
ている段階

副業は徐々に浸透中



㈱ソーシャルキャピタルマネジメントの事例

衝撃を受けた。知
らないことが沢山
あると実感できた

小さくても身近な
所から行動に移そ
うと思った

使命感が伝わって
きて勇気をもらえ
た

受講者の声

社会課題に触れる
企業研修も出現



定年後研究所の事例
「定年後」を考えるキャリア研修も増加傾向



企業人事向けセミナーで「地域共生社会」への人的貢献を呼びかけると

参加の企業人事
担当者の声

シニア社員の活躍場所と
しての可能性を感じた

企業では得られない
社会課題に触れる育
成効果を感じた



厚生労働省「令和４年高年齢者雇用状況等報告」集計結果

7

60歳定年時に、87％の人が再雇用を選択
（実態は「選択」していない？）

一方で、従業員側の意識はどうなのか？



シニア社員のモチベーションはどうなのか？
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シニア社員活用の「ネガティブ要因」（複数回答）（社）
定年後研究所調査(2023)
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は

令和元年「労働経済の分析」（厚生労働省）

ワークエンゲイジメントは
６０代が最高！
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今後、あなたがやりたいと考える仕事について、あてはまるものをお答えください

50～60代は「社会に貢献する仕事」への意向が高い

【50-59歳】

【60-69歳】
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これまでの経験を活かせる馴染みある仕事をし

たい
378 85.7 14.3

これまでの経験を活かして難易度の高い仕事

をしたい
378 57.1 42.9

未知の分野で新しい仕事をしたい 378 37.0 63.0

これまでの仕事より、負荷を抑えた仕事をした

い
378 65.9 34.1

収益追求よりも、社会に貢献する仕事をした

い
378 68.0 32.0
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これまでの経験を活かせる馴染みある仕事をし

たい
431 84.7 15.3

これまでの経験を活かして難易度の高い仕事

をしたい
431 55.7 44.3

未知の分野で新しい仕事をしたい 431 39.9 60.1

これまでの仕事より、負荷を抑えた仕事をした

い
431 68.0 32.0

収益追求よりも、社会に貢献する仕事をした

い
431 58.9 41.1
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定年後研究所調査(2022)
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新たな交流で視界が広がる
（やりたいこと「WILL」

の発見）

『全く違う世界の人と一緒に勉強した。
ビジネスマンは自分だけだった』

『出向してみて視界が広がった。支店
にいるとどうしても…』

『仕事の傍ら、色んな会に顔をだすよ
うになってからです』

新たなフィールドで必要と
される喜び

（自身の強み「CAN」の発
見）

『自分が普通にやってきたことが、非
常に驚きだったり、新鮮だったりって
周りの人に言って頂いた』

『自分のやってきたことが意外なとこ
ろで役に立つんじゃないか』

『誰かが困っていて、自分に余力があ
るなら、その分助けてあげようと』

定年前後期でキャリアチェンジを果たし、その後イキイキして
いる人の共通点は？

池口論文「定年前後期のキャリアチェンジの移行プロセスの解明」
（インタビューに基づく研究）より抜粋 10
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WILL・CAN・MUSTを描く自己理解に向けたワークの事例

WILL
自分のやりたいこと
⚫ 大切にしたい価値観は？

⚫ これまで楽しかった仕事は？

⚫ やりたくてもできなかったことは？

⚫ 次世代に継承したいことは？

CAN
自分の強み・資源

⚫ 得意な専門能力は？

⚫ 汎用的な能力・スキルは？

⚫ 仕事以外の特技や強みは？

⚫ 社内外の人脈・ネットワークは？

MUST：
会社や社会から期待されること

⚫ 会社で期待される役割は？

⚫ 生活面（家族、親族）で期待される役割は？

⚫ 社会から期待されることは何か？

得意なスキルを３つ掛け算すると
「自分だけの強み」へ

期待に応えるために、伸ばすべき
スキルや必要な資源は？

定年後は際限のない
ポジティブ思考で考えよう

やりがい

先ずは、自己理解作業

をお勧めします。

他人の眼を通して助言

をもらうことが、とて

も効果的です。

定年後研究所のキャリア研修教材より

頂いた事前質問
・６０歳を過ぎて、自分は何に取り組めるのか悩んでいる
・定年退職者から、地域へのソフトランディングに向けて、
「何がしたいのか分からない、自分の何が活かせるのか分からない」との声が多い



＜❶２０２３年５月＞
社会福祉施設から、民間企業とのキューピット役を依頼され、「人に紹介する以上は、
まず自ら体験」と思い、昨年ＧＷ期間、帰省した京都の知的障がい者施設にてボラン
ティア体験

認知症で、知的障害の高齢男性と、１日ショッピングセンターでのお買い物やランチ
と、道中往復の鉄道の旅の付き添い

⇒心から感謝された喜び。「素人」「時々」「短く」であっても、役に立てる！

＜❷２０２４年１月＞
東京の知的障がい者就労継続支援施設（B型）にて２回目のボランティア体験

障がいの程度に応じたキメ細かな職業訓練・人間教育を眼のあたりにする。

終業後の個々面談、半期面談で「成長目標」を利用者と職員が共有化

⇒対面コミュニケーションでの「細やかな育成・指導」に学ぶ点多し！

私の小さな一歩目 （❶２０２３年５月 ❷２０２４年１月）



＜ご参考＞
実は、シニア会社員と社会福祉法人は相性抜群だった

公益財団法人 産業雇用安定セン
ター 検討資料（２０２４．１）
より抜粋



公益財団法人 産業雇用安定セン
ター 検討資料（２０２４．１）
より抜粋
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